
（別紙）

【 記 入 要 領 】

※ 理工系学部を有し、日本語等予備教育が実施可能な留学生センター等を設置する大学

のみ回答すること。

(１)受入れ可能数

１．数字は半角で記入し、フォントの変更、セル内の改行、多量のスペースの挿入は行わない

こと （ただし、行数を増やすことは差し支えない ）。 。

２．行数が不足する場合は、必ず新たに行を挿入して記入すること （別シートに記入するなど。

表を複数に分けないこと ）。

３ 「大学コード」欄には 「平成１８年度全国大学一覧」の番号を記入すること。． 、

（例：１５の場合は「0015」と記入）

４ 「受入可能数」欄には、各学科ごとの受入可能数を記載し 「大学全体の受入可能数」欄に． 、

は、各学科ごとの受入可能数及び予備教育実施人数等を考慮した上で、大学全体として受入

れ可能な数を記入すること。

（ 。）５ 分野 欄には 下記から該当するものを記入すること．「 」 、 。 その他の場合は具体的に記入すること

理学系(数学)、理学系(物理)、理学系(化学)、理学系(地学)、理学系(生物)、理学系(その他)、

工学系(応用物理)、工学系(電気)、工学系(情報)、工学系(化学)、工学系(生物)、工学系(材料)、

工学系(機械)、工学系(環境)、工学系(土木・建設)、工学系(建築)、工学系(その他)、

農学系(農学)、農学系(林学)、農学系(農業生物)、農学系(食品科学)、農学系(農業経済)、農学系(その他)

６ 「備考」欄には、特記する事項を記入すること。．

、 、※ 例年 留学生配置に係る韓国側との協議をこの調査票に基づき実施しているところ

受入可能数の解釈で混乱する事例が見られるので、あらかじめ韓国側に伝えておく事

項がある場合は本欄に記入すること。



(２)予備教育の実施方法

日韓共同理工系学部留学生の予備教育を効果的かつ効率的に実施するため、配置人数が１名程

度の場合、近隣の配置大学が合同で予備教育を実施(予備教育後の引越し等に係る費用は留学生本

人が負担)することができます。ついては、予備教育の実施方法について、貴学の要望等を調査し

ます。

１ 「合同実施希望」欄には、配置人数が１名程度の場合、近隣の配置大学が合同で予備教育を．

実施する希望がある場合は「有 、希望しない場合は「無」を記入すること。」

２ 「実施人数」欄には、上記１．で「有」と回答した場合について、貴学への配置人数が何名．

の場合、合同での予備教育実施を希望するかについて 「○名以下」と記入すること。、

．「 」 、 、 「 」、３ 実施主体 欄には 合同で実施する場合 貴学での予備教育実施を希望する場合は 本学

他大学での実施を希望する場合は「他大学 、どちらでも可能な場合は「本学、他大学」を」

記入すること。

４ 「実施地域」欄には、予備教育を効率的に実施し、かつ、貴学での専門教育への移行を円滑．

、「 、 」 。に実施することが可能な地域(例えば 東北地域(○○県 △△県) など)を記入すること

．「 」 、 。５ その他 欄には 予備教育の実施に関して特記事項や要望等があれば簡潔に記入すること

例えば 「他大学へ進学する留学生を貴学で受け入れる場合」及び「貴学へ進学する留学生、

が他大学で予備教育を受ける場合」で対応が異なる場合などがあれば記入してください。

(注) 予備教育を合同で実施することについては、本調査結果を踏まえて対応することとしてお

りますが、配置状況等により、すべての要望等に対応することが困難な場合もありますので

予め御承知おきください。

(３)添付資料

以下の資料を併せてご提出ください。

・大学概要(理工系学部の概要が分かるもの) ２部

・予備教育カリキュラム等の資料 ２部
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